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)○福津市外出支援活動団体サポート事業審議会の
設置に関する要綱


（趣旨）
第１条　この要綱は、社会福祉法人福津市社会福祉協議会（以下「本会」という。）が、福津市と委託締結した福津市外出支援団体サポート事業に基づく審議会の設置について、必要な事項を定めるものとする。
（所管事項）
第２条　審議会は、登録申請内容の適否審議や外出支援実施状況をふまえて、必要な助言を行う。
（組織）
[bookmark: _GoBack]第３条　審議会は、４人以内の委員をもって組織し、生活支援コーディネーター、識見を有する者、福祉関係及び行政関係者の中から本会会長が委嘱する。
（任期）
第４条　委員の任期は２年以内とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。
（委員長の選任、権限）
第５条　審議会に委員長を置き、その選出は、審議会の委員の互選による。
２　委員長は、審議会を代表し、会務を総理する。
３　委員長は、本会又は関係機関等から急を要する審査、審議等を求められた場合には、審議会の審議によらず専決することができる。
４　前項により、委員長が専決した事項は、審議会に報告しなければならない。
（会議）
第６条　審議会の会議は、委員長が召集し、その議長となる。
２　審議会は、委員の過半数の出席がなければ会議を開くことができない。
３　審議会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは委員長の決するところによる。
（関係者の出席）
第７条　委員長は、審議会において必要があると認めるときは、会議に関係者の出席を求めることができる。
（個人情報の保護）
第８条　審議会で知り得た個人情報を正当な理由なく他人に知らせ、又は不当な目的に使用してはならない。その職を退いた後も同様とする。
（報酬及び費用弁償）
第９条　委員の報酬、費用弁償の額及び支給方法については、役員等の報酬及び費用弁償に関する規程（平成20年社協規程第９号）を適用する。
（報告）
第10条　委員長は、会議の結果を遅滞なく会長に報告しなければならない。
（庶務）
第11条　審議会の庶務は、本会事務局において処理する。
（その他）
第12条　この要綱の施行に関し必要な事項は、会長が別に定める。
附　則
この要綱は、平成30年９月21日から施行する。
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